
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 多治見市立精華小学校附属幼稚園 

実 施 期 間 平成２６年１０月３１日（金）※毎月末 

まいつき  

実 施 概 要 

 
毎月末に行う誕生会・子育て交流会に、誕生児の保護者が参加をする。 
① 誕生会では保護者も発言する場があり、毎回ダンスサークルや歌手等地

域の方に発表していただき、保護者、地域とふれあう場としている。 
② 子育て交流会では、保護者同士で子育ての悩みなどを話し合う。 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 □成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 ５ 人 
計 ７人 （１０月）  

地域関係者 ２ 人 

 
実 施 状 況 

① 誕生会 

誕生児を祝うため、誕生児の自己紹介、プレゼント渡し、担任教諭からその

子のよさを広めるメッセージ、保護者から我が子の誕生時エピソード発表など

をして、誕生児一人一人へ「大切に思う気持ち」を伝える特別な場としている。

また、誕生会の特別発表として、地域のフラダンスグループ（６月）、ゴスペ

ルグループ（３月）、歌手（１０月）等との交流をしている。フラダンスでは、

誕生児親子も衣装を着て簡単なダンスを習い、全園児が優雅な雰囲気を味わえ

た。 

② 子育て交流会 

その月の誕生児保護者が集まり、園長と共に家庭の様子や子育てについて交

流をしている。フラダンスのメンバーが先輩母としてアドバイスをする場面も

あり、普段は話す機会のない保護者、地域の人と共に子育ての悩みや喜びを話

し合うことができ、自分を振り返る機会となっている。 

 
成果及び課題 

・誕生時のエピソードなど、親が子を想う大切な気持ちに触れることで、愛さ

れている実感を味わえた。 

・今年度は園長が発行する通信「子育てだより」で誕生会の様子や、交流会の

話題を広めている。参加者だけではなく、全保護者も話題の共通理解ができ

た。他者の思いに触れ、共感もできているようだ。 

・保護者の子育ての悩みに応えるだけではなく、保護者・地域に園の教育方針

や感謝の気持ちを伝える場となっている。また、地域の方が先輩としてアド

バイスを行うなど、交流が生まれた。 

・地域で活動するグループにとっても発表の場となり、園児が興味関心を広げ

る場となった。 

・自分から話しにくい保護者もいるため、参加しやすい雰囲気を大切にし、雑

談にならないよう話題をリードすることが課題である。 

 


